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は じ め に       

苗木の掘り取りの方法は経験的におこなわれることが多く，何の基準も示されていない。そ

のために樹種や樹木の大きさが違っても同じような大きさの根鉢であったり，また同一樹種で

も掘り取る人によってその大きさがかわる。根鉢の大きさはその内に含まれる根の量，とくに

細根の量が問題であり，樹種によっても樹木の大きさによってもかわってくる。そのため樹種

ごとのあるいは樹木の大きさごとの細根の量や分布を知る必要がある。そこで植栽後１年を経

た時点での，苗木の細根量とその分布傾向を調べたので紹介する。

調査方法

当場苗畑に植栽したアカエゾマツ，キタコブシ，ハクウンボク，カツラ，コリンゴ，ヨーロ

ッパナナカマド，シラカンバ，エゾヤマザクラの８樹種を調べた。各樹種の供試木の測定値を

表－１に示した。苗齢は植栽時１～６年生である。平均樹高，平均根元直径は表のとおりであ

るが，樹高生長の大きい樹種はヨーロッパナナカマド，エゾヤマザクラ，コリンゴ，シラカン

バである。とくにヨーロッパナナカマドは１年で１ｍ以上の伸長量があった。樹高生長の大き

い樹種は根の広がりも大きく，シラカンバでは１ｍ近く伸長した根もあった。根の深さはいず

れも植栽時よりも深く伸びていたが，なかでもシラカンバやエゾヤマザクラで著しかった。

調査方法は，まず根株から 20 ㎝ごとの同心円状の距離をとり，深さ 0～15 ㎝， 15～30 ㎝，

樹 種 根の広がり（㎝） 根の深さ（㎝）調査時

苗 齢
（年）

供試木

数
（本）

平 均

樹 高
（㎝）

１年間
の平均

伸長量
（㎝）

平 均

根元径
（㎝）

植栽時 １年後 植栽時 １年後

ア カ エ ゾ マ ツ 7 2  59   6 1.8  9－16 50－60 19－33 35－40

キ タ コ ブ シ 5 3  85  10 2.2 20－43 45－50 24－32 40－60

ハ ク ウ ン ボ ク 5 2  72  22 1.6 11－33 20－45 15－25 25－40

カ ツ ラ 4 6 136  20 2.5 14－27 60－75 15－21 40－45

コ リ ン ゴ 3 4 112  63 1.8  3－15 80-100 22－35 40－70

ヨーロッパナナカマド 3 4 151 114 2.2  2－12 70－90 13－25 40－45

シ ラ カ ン バ 3 5 114  50 2.0  4－12 80-120 19－23 60－80

エ ゾ ヤ マ ザ ク ラ 2 4 116  77 1.4  9－15 70－95 18－26 50－65

表－1 供 試 木 の 測 定 値



30 ㎝以上に区分し，それぞれの区画内に含まれる土壌の中から根を採取し，それを太さ別（直

径０～１㎜，１～２㎜，２～５㎜，５㎜以上）に分け，乾重量を測定した。今回はこれらのう

ち０～１㎜と１～２㎜の細根について報告する。

細根の量

まず細根の占める割合が全根量のどのくらい

であるかをみてみよう。植栽時と１年後の細根

の割合（乾重比）を図－１に示した。いずれの

樹種でも１年後には０～１㎜の根の割合は増加

していたが，ヨーロッパナナカマド，エゾヤマ

ザクラは増加量は少ない。０～１㎜の根量が多

い樹種はカツラ，アカエゾマツで，次いでキタ

コブシ，シラカンバ，エゾヤマザクラである。

コリンゴは最も少ない。1～2 ㎜の根はハクウ

ンボクで少ないが，他はおよそ 12～16％の間

にある。エゾヤマザクラ，シラカンバ，ヨ一ロ

ッパナナカマドでは，植栽時に比べて１～２㎜の根の割合は減っている。細根は養，水分の吸

収と関係が深く，樹木の生育にとって重要な働きをしているが，全根量に対する割合は樹種に

よって異なっていることがわかる。細根量だけでは移植木の活着はいえないが，細根が養，水

分を吸収する働きをし，根鉢内の土壌緊縛力を大きくしていることを考えると，細根の量は移

植の難易度のある程度の目安になると思われる。細根の多いカツラは移植が容易な樹種である

が，シラカンバ，エゾヤマザクラ，ハクウンボクなどは中程度といわれている。

細根の分布

つぎに，その細根がどのような分布をしているかが問題となってくる。根株から 20 ㎝の距

離ごとと，深さ 0～15 ㎝，15～30 ㎝，30 ㎝以上のそれぞれの区画内に，全細根量のどのくら

いの割合が分布しているかを５段階（0～5％，5～10％，10～20％，20～40％，40％以上）

に分けて図－２に示した。それぞれの樹種では，０～１㎜と１～２㎜の太さの根の分布はほぼ

同じような傾向がみられる。

各樹種の分布状態をみると，アカエゾマツ，キタコブシ，ハクウンボクでは細根のほとんど

は根株から 20 ㎝以内に集中している。垂直分布ではアカエゾマツは深さ 0～15 ㎝に多く，キ

タコブシ，ハクウンボクは 15～30 ㎝に多く分布している。また，カツラ，エゾヤマザクラ，

ヨーロッパナナカマドでは根株から 40 ㎝までのところに大部分の細根がある。垂直分布では

カツラは 0～15 ㎝の深さに多く，ヨーロッパナナカマドは 15～30 ㎝に多い。しかし，エゾヤ

図－1 細 根 の 割 合



図－2 細根の分布状態

マザクラは０～１㎜と１～２㎜の根では異なる分布をしており，前者は 15～30 ㎝に多く，後

者は 0～15 ㎝に多い。コリンゴ，シラカンバでは根株から 60 ㎝以上のところまでほぼ均一に

分散している。乗直分布ではコリンゴは０～１㎜，１～２㎜の根とも 15～30 ㎝のところに多

い。 一方，シラカンバでは０～1 ㎜の根では 15～30 ㎜に多いが， 30 ㎜以上のところにも

比較的多くみられる。１～２㎜の根は 0～15 ㎝と 15～30 ㎝ではほぼ等しく分布している。

根回しをおこなわず直接移植する場合に，根鉢内にどのくらいの細根を残せばよいかという

ことはまだはっきりとはわかっていないが，根系の再生力の強さによってもその割合は違って

くる。かりに少なくとも 20％以上の細根を残すとした場合，今回供試したカツラとアカエゾ

マツでは半径 20 ㎝，深さ 15 ㎝程度の根鉢で十分だが，他の樹種ではそれより大きめにまた

は深めに掘り取る必要がある。とくにシラカンバは大きな根鉢が必要となる。このように樹種

ごとに樹木の大きさごとに根鉢の大きさを考える必要がある。

掘り取りによって失なわれる細根の量

通常の掘り取りの方法ではどのくらいの細根が失なわれるかを調べてみた。樹種はカツラ（１

本），コリンゴ（１本），シラカンバ（４本）である。まず掘り取り苗木中に占める細根の割合

（乾重比）をみると（表－２），図－１に示した各樹種の細根の割合と比較してかなり減って

いることがわかる。とくにシラカンバの直径 0～1 ㎜の根では 25％から 3％へとおよそ 1/8



にも減っている。つぎに掘り取りによって全細

根量の何％ぐらいが失なわれたかをみてみよう

（表－３）。図－１の細根の占める割合から推

定してみると，０～１㎜の太さの根はカツラで

およそ 80％，コリンゴでおよそ 85％，シヤカ

ンバではじつに 90～95％にも達している。ま

た１～２㎜の根でもカツラ，コリンゴでおよそ

75％，シラカンバでは平均すると 85％前後が

失なわれたことになる。一般に，樹木の移植に

は 20～30％程の細根を残した方がよいといわ

れており，今回の掘り取り苗では，根鉢内に残

る細根の量は全般に少なく，とくにシラカンバ

では大きめな根鉢にする必要があると思われた。

お わ り に       

苗畑に植栽した苗木の１年後の細根の量とそ

の分布を調べた。その結果樹種によって細根の

量や分布が違うことがわかった。これらは樹齢

や樹木の大きさとともに変るであろうし，植栽

後まもないものと長期間経たものとでも若干違

ってくるであろう。今後は据え置いた場合，地

上部の生長とともにどのように変化していくか，さらに根鉢の大きさと活着率の関係について

も明らかにしていきたい。

(樹芸樹木科)

表－2 掘 り 取 り 木 の 細 根 の 割 合 （ 乾 重 費 ）

0～１㎜
の太さの

根の割合
（％）

1～2 ㎜
の太さの

根の割合
（％）

カ ツ ラ 13 5

コ リ ン ゴ  4 7

シ ラ カ ン バ  5 5

〃  3 3

〃  3 4

〃  2 4

表－3 掘 り 取 り で 失 わ れ た 細 根 量

0～１㎜
の太さの

根の割合
（％）

1～2 ㎜
の太さの

根の割合
（％）

カ ツ ラ 80（77～82） 75（71～78）

コ リ ン ゴ 85（79～88） 76（71～81）

シ ラ カ ン バ 94（92～95） 88（85～91）

〃 90（87～92） 82（78～87）

〃 95（94～97） 88（85～91）

〃 96（95～97） 81（76～86）

全体の細根量は図－1 の細根の占める
割合から推定した。


